


















































































































































































































































線 11,520km の中で、整備計画が進められていた区間、9,342km のうち供用済みの 7,367km





















 換算起算日 =  （3.2）
K i：路線 i の建設費用




換算起算日は（3.2）式のように算定され、1999 年 4 月に行われた道路公団民営化以前の
最後の料金改定の際算定された換算起算日は 1999 年 1 月であった。ただし、当面の料金の
上昇を抑えるために償還期間の延長は行われ、当初 30 年とされた償還期間であったが、
1995 年 4 月の料金改定時より 40 年に、1999 年 4 月の料金改定時には 45 年に変更されてい
る。なお、道路関係四公団の分割・民営化に伴い、換算起算日は分割・民営化が行われた
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